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禁

第
十
九
回
圏
燦

統
計
協
曾
曾
議

記

怠

特

輯

按

輔

韓

園
際
労
賃
統
計
・
・
・

1

・
・
・
・
・
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ツ
ア
ー
ン

統
計
事
に
於
け
る
将
来
の
領
域
・
・
・
・
コ
ラ
ド
・
ヂ
ニ

保
護
関
税
の
合
理
化
・
・
・
・
・
・
・
・
法
問
学
博
士
神
戸
正
雄

南
浦
洲
に
於
け
る
我
租
税
制
度
-
一
-
-
器
製
博
士
汐
見
三
郎

視
積
滞
納
の
統
計
的
観
察
・
・
・
・
・
・
き
宮
申
士
中
川
典
之
助

附
椛
に
よ
め
軽
別
出
生
ボ
ナ
!
咽

I

』
咽
ゆ
小
沢
同
十
一
時
士
高
田
保
局

一
一
時
一
日
農
村
人
口
及
農
村
状
態
論
一
…
推
算
・
無
重
博
士
本
庄
柴
治
郎

岡
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
剖
培
、
謬
・
経
静
岡
+
士
岡
崎
文
規

正
米
相
場
主
期
米
相
場
と
の
相
関
々
係
・
・
経
済
問
牢
土
谷
口
吉
彦

米
穀
の
需
要
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
経

2
2
入

木

芳

之

助

統
計
撃
の
課
題
託
景
気
持
持
動
の
研
究
仰
ぎ
何
事
士
地
川
虎
三

フ
ラ
ン
ス
長
け
る
景
気
漫
動
環
測
論
・
・
経
済
事
士
松
岡
孝
見

金

融

統

計

特

に

逼

貨

椛

計

に

就

い

て

・

経

済

事

土

中

谷

賓

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・
・
経
由
m
皐

士

盆

田

龍

雄

保
険
さ
統
計
及
統
計
肇
・
・
・
・
・
・
・
・
師
混
同
畢
博
士
小
島
昌
太
郎

比
較
研
究
法
ご
統
計
の
比
較
・
・
・
・
・
法
空
博
士
財
部
静
治

棚
計
酎
組
制
記
念
一
苦
情
舎
及
統
計
闘
書
展
覧
曾
記
事

同
統
計
固
書
展
覧
舎
出
品
目
錬

一一一一一一ー一一一一一



園
勢
調
査
に
於
げ
る
年
齢
の
誤
謬

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
白
誤
謬

.-

第
三
十
三
巻

一O
O

第

競

一0
0

岡

崎

規

文

戸
籍
帳
簿
仁
懐
る
人
口
推
計
法
を
捨
て
、
、
国
勢
調
査
を
買
施
せ
る
主
旨
よ
hJ
見
て
、
国
勢
調
査
が
「
精
確
第

こ
な
主
義
♂
な
し
、
ま
た
お
う
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
事
以
自
明
の
事
で
あ
ゐ
ぜ
言
っ
て
よ
い
が
、

λ
聞
の
凡

ゆ
る
仕
事
が
完
全
で
ゐ
り
得
な
い
ぎ
同
様
、
国
勢
調
査
の
結
果
も
亦
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い
U

。
国
勢
調
査

の
誤
認
源
に
閲
し
て
、
ヨ
ロ
E
2
は
、
付
一
時
的
不
在
者
を
現
在
者
、
と
申
告
す
る
場
合
、
口
無
一
教
育
者
が
推

量
年
齢
を
申
告
す
る
場
合
、
臼
年
齢
を
故
意
に
低
く
又
は
高
く
申
告
す
る
場
合
、
冊
国
勢
調
査
直
前
に
於
げ

る
出
生
児
の
申
告
洩
れ
の
場
合
、
倒
軍
に
同
棲
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
者
が
「
婚
姻
」
の
申
告
を
な
す
場
合

(
擁
護
国
語
語
抗
議
)
肉
離
婚
者
が
「
未
婚
」
さ
申
告
す
る
場
合
、
似
職
業
に
閲
し
て
嘘
偽

の
申
告
を
な
す
場
合
、
仏
課
税
仁
劃
す
る
疑
念
か
ら
、
故
意
に
副
業
を
申
告
し
な
い
場
合
等
を
暴
げ
、
向
ほ
「
不

明
」
さ
言
ふ
答
申
も
、
誤
謬
源
ご
見
る
可
き
も
の
で
あ
る
さ
言
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
誤
謬
源
説
家
生
の
原
因
は
、
多
く

の
場
合
、
国
勢
調
査
の
機
闘
の
側
か
、
或
は
申
告
者
の
側
に
在
る
。
も
し
調
査
機
関
が
、
調
査
事
項
に
閲
し
て
、

E

確
な
る
概
念
的
定
義
を
奥
へ
な
け
れ
ば
、
業
の
答
申
が
不
正
確
に
格
る
は
営
然
で
あ
る
。
例
へ
ば
我
が
国
勢
調
査

に
於
け
る
「
失
業
」
に
闘
す
る
概
念
的
定
義
の
不
確
貫
は
、
一
失
業
調
査
じ
於
け
る
其
の
他
の
種
々
な
る
困
難
さ
共

t~ι 

1) Zizek. Grundriss der Statistik. 2. aufi. S. 100. 

2) Volkszal山 ngen，im Hand worterbuch der Staat:5wh酎 nschaften・4.Aufl. Bd. 8. 
S. 863・



に
、
業
の
信
頼
債
値
を
大
い
に
害
す
る
危
険
あ
る
事
は
、
夙
に
財
部
博
士
の
指
摘
せ
ら
れ
た
所
で
あ
れ
、
ま
わ
ん
、

失
業
調
査
報
告
に
費
し
て
、
肢
に
非
難
の
韓
あ
る
は
偶
然
で
な
い
。
失
に
こ
の
誤
謬
源
に
閲
す
る
申
告
者
の
責
任

ご
し
て
は
、
先
づ
無
頓
着
、
怠
慢
、
鹿
柴
、
疑
惑
館
一
す
を
敷
へ
る
事
が
出
来
ム
。

国
勢
調
査
の
結
果
に
は
、
既
越
の
如
き
諸
説
謬
源
一
が
、
師
通
の
如
き
原
因
に
基
い
て
入
り
込
ん
で
ぬ
る
が
、
其

の
内
で
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
誤
謬
源
は
、
買
に
年
齢
に
関
す
る
ち
の
で
あ
る
さ
言
は
れ
て
ゐ
ふ
o

こ
の
問
題
に

闘
す
る
欧
米
の
研
究
に
考
慮
を
梯
ひ
っ
、
、
我
が
国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬
そ
吟
味
す
る
事
が
、
こ
の
小

論
の
主
旨
な
の
で
ゐ
ろ
。

""... .. 叫・・.

今
日
、
国
勢
調
査
事
項
中
に
「
年
齢
」
を
加
へ
て
一
ゐ
な
い
固
は
な
い
さ
言
っ
て
よ
い
が
、
以
前
に
は
必
ら
や
し

も
精
密
な
る
年
齢
調
査
が
行
は
れ
た
需
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
七
二
年
、
日

-
P
E伊

E
お
に
於
け
る
圃
際
統
計

舎
議
並
に
一
八
八
七
年
、
岡
山
0
2

に
於
け
る
国
際
統
計
協
曾
々
議
に
於
て
、
園
際
比
較
上
、
圃
勢
調
査
事
項
に
慨

し
て
重
要
な
る
方
針
が
決
応
せ
ら
れ
て
以
来
、
年
齢
に
倒
し
て
も
圃
際
的
に
精
密
な
る
調
査
が
遂
げ
ら
れ
る
や
う

じ
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
最
初
、
毎
歳
別
に
よ
る
年
齢
調
査
の
必
要
を
主
張
し
た
者
は
数
理
統
計
事
者
で
あ
っ

た
。
十
九
世
紀
の
中
葉
以
前
に
在
つ
て
は
、
普
通
、
年
齢
を
調
査
す
る
事
な
く
、
軍
に
人
口
組
敷
を
決
定
す
る
に

止
っ
て
ゐ
た
。
業
の
後
、
瞳
性
別
人
口
或
は
妊
丁
人
口
の
調
査
に
移
り
、
夏
に
行
政
上
の
目
的
か
ら
見

τ、
斯
〈

の
如
、
去
、
粗
雑
な
る
人
口
構
成
を
調
査
す
る
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
事
を
痛
戚
す
る
に
及
ん
で
、
年
齢
別
人
口
の

.
調
査
を
企
て
る
事

εな
っ
た
。
し
か
し
、
最
初
は
、
年
少
階
紐
に
属
し
て
ゐ
る
約
十
五
歳
未
満
む
者
並
に
老
年
階

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
白
誤
謬

第
三
十
二
巻

第

就

O 

O 

3) 失業統計概論(経湾論蹟第二十轡第五被〕二・ー頁一一二三頁
4) Zizek， a. a. 0.， S. 102 

財部団事士、統計の誤謬に就奇で(鱈哲理論草壁第三日卜主港第四披〉四五0一回大O頁
~) ~e.w"holmel Th" Elements υf Vrtal Stati:3ti:C:5. ne¥'¥.' Ed-ltion. p・31.

6) Ballod， Grundriss der Statistik. S. 29 



画
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
白
一
課
謬

第
三
十
二
巻

O 

O 

第
一
務

-
棋
に
属
し
て
ゐ
る
六
十
歳
或
は
七
十
歳
以
上
の
者
は
、
何
れ
ち
ぞ
れ
芥
¥
一
括
し
て
調
査
表
を
作
っ
た
の
で
あ
っ

た
D

業
の
哉
、
・
十
歳
階
級
別
、
五
歳
階
経
別
人
口
の
調
査
表
に
進
み
、
最
後
に
、
串
間
上
の
要
求
が
加
は
っ
て
.

今
日
の
如
き
毎
歳
別
人
口
の
調
査
表
を
作
製
す
る
事
芯
な
っ
た
の
で
あ
る
。

毎
歳
別
に
よ
ゐ
年
齢
調
査
の
結
果
は
、
死
む
率
並
に
死
む
原
因
の
研
究
上
、
最
も
重
要
な
る
意
議
セ
有
っ
て
ゐ

4
h
o

ま
た
之
が
生
命
表
の
研
究
に
営
っ
て
、
主
(
の
基
本
材
料
を
な
す
も
の
で
あ
ム
o

こ
の
生
命
表
が
、
園
民
の
生

命
、
衛
生
状
態
の
観
察
じ
役
立
ち
、
ま
た
生
命
保
険
事
業
じ
於
け
る
要
石
て
な
り
、
主
(
の
他
種
々
な
る
方
面
に
利
用

せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
、
人
の
周
く
知
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
年
齢
調
査
の
結
果
に
劃
し
て
は
、
特
に
、
精
密
且
つ
唯

買
の
要
求
が
大
で
あ
る
に
拘
ら
や
、
年
齢
調
査
に
は
誤
謬
の
入
り
込
む
危
険
が
少
な
く
な
い
。
殊
に

F
E
g
は
印

度
む
生
命
表
を
著
し
く
疑
問
調
し
て
、
一
方
で
は
、
出
産
率
並
に
死
己
翠
の
激
獲
を
論
じ
、
他
方
で
は
、
其
の
基
本

材
料
た
る
年
齢
に
於
け
る
諜
謬
を
指
摘
し
允
の
で
あ
る
。
彼
に
従
へ
ば
、
大
多
数
の
印
度
人
は
、
無
皐
の
結
果
、

正
確
な
る
自
己
の
年
齢
を
知
ら
な
い
、
従
っ
て
国
勢
調
査
に
営
っ
て
、
推
量
年
齢
を
申
告
し
、
ま
た
は
概
数
年
齢

を
以
℃
答
へ
る
傾
向
が
あ
り
、
殊
に
男
子
よ
り
も
女
子
に
甚
し
い
さ
言
ふ
の
で
あ
る
。
彼
は
一
九

O
一
年
に
於
け

る
開
度
国
勢
調
査
の
結
果
を
観
察
し
て
、
年
齢
ゆ
申
告
は
、
十
の
倍
敷
に
営
る
年
齢
者
並
に
五
の
倍
敷
に
営
る
年

齢
者
の
教
が
異
常
に
多
い
事
買
を
指
摘
し
て
ゐ
か
。
そ
し
て
十
の
倍
教
に
嘗
る
年
齢
者
が
、
其
の
前
後
の
年
齢
者

に
・
比
較
し
て
、
如
何
に
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
か
を
、
左
の
如
く
、
線
人
口
一
高
に
於
け
る
年
齢
別
人
口
を
以
て
示

し
て
ゐ
る
。

7) Edgeworth， Census， in Palgrare's ?ictio~ary of Political Economy. Vol. I. P.242 

schnapper-Arnd. Sozialstatistik. S. 6g ff. 
Winkler， a. a. 0.， S. 860. 

8) Ballod， a. a. 0.， S. 29・
9) Whipple， Vital Stati邑tiC5.2. ed. p_ 176. 
10) Newsholme， ibid， P.230・



人
口
数

年
齢

年
齢

人
口
歎

年
齢

人
口
数

四
九

五
O
六

三
九

年
齢

人
口
政九

二五一一O

-0丸

-0九

五五四

一 O 九

ニ
O

一五一一
九

ム占 r
ハハ A

-0九

穴七八
六八二

正
常
的
版
態
の
下
に
於
て
は
、
年
少
者
を
底
遁
マ
」
し
、
老
年
者
を
頂
貼
さ
す
る

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を
な
し
て
ゐ
る
さ
言
は
れ
て
ゐ
る
。
尤
も
傭
蘭
西
の
如
く
、
出
産
率
の
減
少
せ
る
圃
に
在
つ
て
は
.

普
通
、

人
口
の
年
齢
構
成
は
、

人
口
の
年
齢
構
成
は
、

底
謹
が
比
較
的
に
短
か
、
ら
ぎ
る
を
得
な
い
か
ら
、

i
b
i
h
?

」、

J
c
中

j

釣
鐘
型
を
な
し
て
ゐ
る
し
、

異
常
な
る
人
口
の
年
齢
構
成
ご
し
て
は
、
今
日
の
捕
逸
じ
情
け
る
ス
イ
ン
グ
'
ス
唱
を
翠
げ
る
事
が
出
市
ゐ
。

irし

は
大
戦
中
に
於
け
る
極
端
な
る
出
産
減
少
さ
死
白
増
加
に
原
因
し
て
ゐ
る
。

一
時
的
流
行
病
並

宵
ほ
曹
』
の
他
に
、

に
移
民
の
影
響
に
よ
っ
て
、

年
齢
構
成
の

E
常
性
を
失
な
う
場
合
一
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、

印
度
仁
一
於
け
る
年
齢

調
査
の
結
果
の
如
く
、
如
何
に
印
度
人
の
無
皐
に
原
因
し
て
ゐ
る
ぜ
は
言
へ
、
十
の
倍
敷
に
営
る
年
齢
者
の
教
が
、

斯
く
も
著
し
き
隆
起
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
、
驚
ろ
〈
の
外
な
い
。
斯
く
の
如
き
年
齢
調
査
は
、
業
利
用
上
、
全
く

債
値
な
き
も
の
さ
言
っ
て
よ
い
。

一
般
に
何
れ
の
園
の
年
齢
調
査
に
於
て
も
、
概
数
年
齢
を
以
て

答
へ
る
傾
向
が
あ
る
ぜ
言
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
濁
逸
に
於
て
も
こ
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
却
も
声
高
円
・
品
、

一
入
大
九
年
、
障
に
、
こ
の
事
買
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
統
計
材
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
ま
花
、
戸
九
一

O
年

並
に
一
九
一
九
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
於
て
も
.
こ
の
事
賓
を
認
め
る
事
が
出
来
る
宮
中
一
一
回
っ
て
ゐ
る
。
常
ほ
こ

こ
れ
は
極
端
な
る
特
例
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
三
十
二
巻

一O
三

第
一
毅

一o=
一

The Per阻adventu町1町T問esof atl lndiau Lif何e
Society. June. 1908.) 
Baines， ibid. p. 295・
Baines， ibid. p. 294・
Mayr. Statistik und Gesellschaftslehre. B;:l. II. S. 100. 
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国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
白
誤
謬

第一一一十三巻

O 
四

一O
四

第一一務

の
他
仁
、

d
、印

N
E、
F
F
0
2
・
宮
口
]
]
巾
『
出
『
口
}
内
閣
集
も
、
ぞ
れ
ん
、
、
年
齢
に
於
け
る
誤
謬
源
ざ
し
て
、
概
数
年
齢
を

皐
げ
て
ゐ
る
げ
更
に
英
米
の
国
勢
調
査
に
於
て
も
、
蹴
敷
年
齢
に
基
〈
誤
謬
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば

Z
2
3
r
o
-宮
内
山
、
一
九
一
一
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
'
z
l
y
ス
に
於
け
る
国
勢
調
査
の
結
果
仁
基
き
、
十
の

倍
数
仁
営
る
年
齢
者
の
敷
が
著
し
く
隆
起
し
て
ゐ
る
事
買
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
事
費
は
、
慨
に
古
〈
以
前
よ

ba

英
国
に
存
在
し
て
ゐ
る
事
は
、
出
。
。
r
q
m
m
研
究
に
依
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
0

・戎じ

J2在
宅
市
は
、
一
九

O
五
年

に
於
け
る
マ
サ
チ
コ
セ
ッ
ト
の
統
計
費
料
に
基
き
、
五
及
び
十
の
倍
敷
の
年
齢
に
人
口
の
集
中
す
る
事
買
を
一
不
し
、

ま
化
、
ア
メ
ソ
カ
岡
勢
調
査
局
は
概
数
年
齢
の
異
常
な
る
瀧
用
じ
轟
く
説
観
源
か
ら
「
銀
中
の
掛
轍
」
(
M
Z
L
合

同

苧

叫

P
R
2
5き
と
な
る
も
の
さ
へ
算
定
し
た
、
ど
述
ぺ
て
ゐ
る
。
是
仁
由
っ
て
見
れ
ば
、
概
数
年
齢
の
使
用
に
基

く
誤
謬
は
、
ア
メ

y
カ
に
於
て
も
一
般
的
で
あ
る
事
を
想
像
し
得
る
に
難
く
な
い
。

そ
こ
で
、
我
園
の
国
勢
調
査
の
年
齢
に
も
、
新
く
の
如
き
誤
謬
が
存
在
す
る
か
否
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
大
正
九
年
並
に
大
正
十
四
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
、
既
に
民
公
刊
さ
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
五
及
び
十
の
倍
数

年
齢
並
に
其
の
前
後
の
年
齢
に
於
げ
る
人
口
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ

ρ
。

齢

大
正
九
年

大
正
十
四
年

年

齢

齢

大
正
十
四
年

年

大
正
九
年

大
正
十
四
年

年

大
正
九
年

E
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Z
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十

四

十

五

十

六

十

九
二

十

二
十
一

二
十
四

二
十
五

二
十
六

二
十
九

三

十

抱一一一一一

一
、
口
一
(
九
、
正
記
一

一
、
白
人
ニ
、
ロ
一
↓
月

一
、
ロ
充
、
一
日
克

一
、
宗
セ
王
一
八

一
、
ロ
ロ
ニ
、
屯
一
宅

九
一
玉
、
九
口
八

八
六
九
、
同
一
己

八
五
…
剛
、
四
ニ
瓦

A
-
回
.
九
=
一
三

七
口
一
晶
、
三
九

七
孟
品
、
主
同
一

9
J一
、
内
出
川

一
J
一
四
一
、
七
五
八

一
、
ニ
王
三
、
岡
田
EE-

-
、
一
宮
二
、
四
七
回

一
、
(
)
一
一
、
一
一
一
一
五

一
、
口
一
一
点
、
白
人
一

九九へん、四一一一一干

九
九
人
、
一
午
ニ
ル

九
岡
田
、
凡
五
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八
へ
司
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五
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]
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八
ニ
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、
口
口
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山

ん
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ハ
、
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2
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h
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さ
き
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五

五
A
E
、
人
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五

五
六
五
、
口
一
万
七

四
五
一
回
、
λ
口一

四
一
二
、
四
九
回

哩
宮
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、
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E
U

E
E
F
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F
Z
F
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一
豆
‘
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回
ニ

四
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、
一
一
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回
-
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、
口
一
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{
)
、
三
一
六

五
豆
七
、
Z
A
z

r一
一
一
足
}
司
部
品
品

六
五
月
、
一
回
=
一

六
一
回
、
Z
D
口

六
一
言
、
Z
一
一

六
口
占
、
六
七
百
一

五
四
目
午
、
-
一
一
一
五

五
ニ
一
、
七
五
九

四
一
三

J
2九

E
入
国
よ
叫
ん
{
〕

回
口
六

J
石
ニ

一
五
七
口
、
六
五
口

=
完
入
、
五
五
回

目
一
計
五
一
一
C
一

八八七七七七
十 +十十十
一十九六五四

一
五
円
、
六
一
尤

一
幸
一
、
旦
己
口

一
一
口
、
内
ん
回

六
八
、
ん
一
九

五
回
、
Z
国三

四
二
、
回
昆
九

h
J
'

》

も

1

J

一
去
、
一
塁

一

Er--.一
内
四

一
一
一
一
唱
、
七
一
同

省
口
、
晶
一

A

同
回
、
九
一
一
一

五
一
一
、
口
占
口

右
の
表
仁
っ
き
、
先
づ
大
正
九
年
に
於
げ
る
、
五
又
は
十
の
倍
較
に
営
っ
て
ゐ
る
人
口
で
、

に
於
げ
る
人
口
よ
り
隆
起
し
て
ゐ
る
も
の
を
求
h
u
れ
ば
、
十
五
歳
、
五
十
五
歳
並
に
六
十
歳
の
三
つ
が
ゐ
る
。

大
正
十
四
年
に
、
之
さ
同
一
現
象
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
五
歳
、
二
十
歳
、
六
十
歳
並
に
六
十
五
歳
の
四
つ
が

ゐ
る
。
そ
し
て
大
正
十
四
年
仁
二
十
歳
の
者
は
、
大
正
九
年
に
は
十
五
歳
で
ゐ
り
、
大
正
十
四
年
に
六
十
歳
の
者

は
、
大
正
九
年
に
は
五
十
五
歳
で
あ
h
、
ま
た
大
正
十
四
年
じ
六
十
五
歳
の
者
は
、
大
正
九
年
に
は
六
十
歳
で
あ

っ
た
か
ら
、
大

E
十
四
年
に
於
け
る
「
五
歳
」
を
、
し
ば
ら
く
考
慮
の
外
に
置
く
な
ら
ば
、
亡
、
に
「
奇
妙
な
る

一
致
」
を
接
見
す
る
の
で
あ
る
。
我
園
じ
於
て
も
、
事
責
に
反
し
た
る
概
敷
年
齢
を
申
告
す
る
者
が
な
い
さ
断
言

す
る
事
は
出
来
な
い
。
申
告
書
記
入
心
得
に
依
れ
ば
、
誕
生
の
月
日
不
明
の
者
は
月
又
は
日
の
上
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

記
入
し
、
誕
生
の
年
も
不
明
の
者
は
見
込
の
年
齢
を
記
入
す
る
事
を
許
し
て
ゐ
る
し
、

岡
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
三
十
二
傘

一O
五

業
の
前
後
の
年
齢

次
に

「
不
明
」

ま
た
、
国
勢
調
査
が
質
施

第

軍吉

一O
五

、p
'-
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Whipple， Vital Statistics. p. 179-180 
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国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
諜
謬

第
三
十
二
容

一O
六

一O
六

第
一
時
前

せ
ら
れ
た
る
以
前
の
人
口
調
査
に
は
、
年
齢
不
詳
の
人
口
が
少
な
か
ら
や
あ
っ
た
が
(
担
ぼ
品
野
訂
版
同
崎
町
一

肝
全
一
宗
詩
話
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
年
齢
不
詳
の
人
口
は
会
く
ぎ
消
し
て
ゐ
る
馳
等
よ
り
想

像
し
て
も
、
推
量
年
齢
の
申
告
さ
共
に
、
事
賓
ぷ
反
し
た
る
概
数
年
齢
の
申
告
の
あ
っ
た
事
も
否
定
出
来
な
い
さ

思
ふ
。
し
か
し
乍
ら
、
大
正
九
年
に
は
、
事
買
に
反
せ
る
概
数
年
齢
の
申
告
が
、
特
に
、
十
五
歳
、
五
十
五
歳
、

並
に
六
十
歳
の
三
貼
に
集
中
し
、
更
に
五
年
後
の
大
正
十
四
年
に
は
、
先
の
闘
勢
調
査
に
事
費
じ
反
せ
る
概
数
年

齢
を
申
告
せ
る
者
が
、
業
の
概
数
年
齢
を
記
憶
し
て
ゐ
て
、
ぞ
れ
仁
王
を
加
へ
た
る
概
敷
年
齢
を
申
告
し
た
さ
も

珊
保
守
ら
れ
な
い
事
ち
な
い
し
.
主
だ
川
人
の
概
披
年
齢
の
巾
告
に
よ
っ
て
、
斯
く
の
加
治
偶
然
の
結
果
拾
得
だ

さ
も
想
像
せ
ら
れ
る
が
、
本
来
、
こ
れ
等
の
概
数
年
齢
に
於
げ
る
人
口
が
、
業
の
前
後
の
年
齢
に
於
け
る
人
口
よ

り
も
隆
起
し
て
ゐ
た
芯
想
像
す
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ら
う
か
。
出
産
率
並
に
死
巳
宰
は
、
之
を
長
期
間
に
一
日
一
っ

て
観
察
す
る
場
合
に
は
.
一
定
の
費
展
傾
向
を
示
し
っ
、
推
移
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
特
定
年
次
に
於
て
は
、

時
の
枇
曾
的
版
況
(
鶏
J

錦
京
、
)
に
著
し
く
支
配
せ
ら
れ
る
事
が
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
特
定
年
究
の
人
口
付
、

其
の
前
後
の
人
口
よ
り
も
大
で
あ
る
事
も
あ
り
得
る
。
そ
こ
で
、
事
買
に
反
せ
る
概
数
年
齢
の
申
告
が
、
混
入
し

て
ゐ
る
事
が
否
定
出
来
な
い
ざ
し
て
も
・
本
来
、
大
正
九
年
に
於
け
る
十
五
歳
、
五
十
五
歳
並
じ
六
十
歳
に
於
け

る
人
口
が
、
業
の
前
後
の
年
齢
に
於
げ
る
人
口
よ
b
も
大
で
あ
る
事
を
認
め
る
な
ら
ば
、
前
に
遁
ぺ
た
「
奇
妙
な

る
一
致
」
は
決
し
て
偶
然
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、
婚
に
斯
く
あ
る
可
-
き
も
の
さ
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
概
数
年

齢
に
於
け
る
人
口
の
・
隆
起
が
、
主
ざ
し
て
故
意
又
は
不
正
の
申
告
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
る
ざ
す
る
な
ら
ば
、
特

定
の
概
数
年
齢
に
於
て
の
み
現
は
れ
、
し
か
も
斯
〈
の
如
、
き
「
奇
妙
な
る
一
致
」
を
倖
ふ
事
は
、
却
っ
て
信
じ
難



き
慮
で
ゐ
る
さ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
寧
ろ
随
所
に
、
概
数
年
齢
に
於
け
る
人
口
の
隆
起
の
生
命
ヲ
る
方
が
自
然

で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

は
、
濁
逸
の
国
勢
調
査
に
於
て
も
、
概
数
年
齢
の
申
告
に
基
く
誤
謬
は
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
他
の
諸

問

闘
の
営
該
環
謬
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
は
蓮
か
に
小
さ
い
さ
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
買
は
、

F
Z
E
の
示
す
虞
に

よ
っ

τも
敷
串
的
に
看
取
す
る
事
が
出
来
る
。
郎
ち
引
用
す
れ
ば
左
の
如
〈
で
ゐ
る
。

綿
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齢
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リ
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四
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三
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五
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三
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右
の
表
に
つ
い
て
見
る
仁
、
何
れ
の
闘
に
在
つ
で
も
、
概
数
年
齢
に
於
け
る
人
口
の
隆
起
を
認
め
る
が
、
調
逸

八九
一O
八

七
O

四七五
五一七

六 八 七
一四二
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一
五
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四
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国
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岡
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
白
誤
謬

O 
i¥ 

第
一
披

O 
人

第
三
十
二
巻

の
場
合
、
最
も
低
〈
、
英
同
之
ド
亜
ぎ
、
ア
メ

y
カ
が
第
三
位
を
占
め
、

リ
カ
で
は
、
黒
人
の
側
よ
り
も
、
白
人
の
側
に
低
〈
、
官
ジ
ア
で
は
中
央
ア
ジ
ア
の
側
よ
り
も
ヨ

1
官
ダ
メ
の
側

に
低
い
。
こ
の
誤
謬
は
、
専
ら
、
申
告
者
の
無
智
に
原
因
し
て
ゐ
る
ご
言
は
れ
て
ゐ
ふ
。
慨
に
示
せ
る
が
如
き
印

度
に
於
げ
る
事
賞
、
並
じ
ア
メ

y
カ
に
於
け
る
黒
人
又
は
中
央
ア
タ
ア
に
於
け
る
事
貫
営
見
る
な
ら
ば
、
彼
等
の

無
数
育
が
、
新
〈
の
如
き
大
な
る
課
謬
源
を
な
し
て
ゐ
る
事
は
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
わ
仏
、
某
の
他
、

英
圃
或
は
濁
逸
に
於
て
も
、
僅
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
じ
存
在
す
る
こ
の
誤
謬
は
、
申
告
者
が
、
自
己
の
年
齢
を
精

確
じ
知
ら
な
い
事
に
原
因
し
て
ゐ
る
も
の
芯
見
ゐ
外
は
な
い
。
し
か
し
、
ニ
の
税
課
の
度
合
は
、

r
E
搬
仁
川
文
化

の
程
度
に
劃
臆
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ア
メ

9
カ
の
白
人
は
黒
人
よ
り
ち
文
化
の
程
度
が
上
で
あ
り
、
英

園
人
は
印
度
人
よ
り
も
高
き
文
化
を
有
っ
て
ゐ
る
芯
言
っ
て
、
ぞ
れ
に
異
存
は
な
い
か
ち
知
れ
な
い
が
、
果
し
て

濁
逸
の
文
化
が
英
圃
の
文
化
の
上
に
あ
る
芝
、
こ
の
事
賞
か
ら
判
断
し
て
差
支
へ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
更
に
、

年
齢
に
闘
す
る
我
圃
の
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
見
て
、
我
闘
の
文
化
が
英
濁
の
文
化
の
上
に
あ
る
ぜ
断
定
し
て
差

支
一
へ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
年
齢
に
於
げ
る
誤
謬
は
決
し
て
、
概
敷
年
齢
に
於
て
の
み
費
現
す
る
も
の
で
は
な

ロ
ジ
ア
は
最
後
に
位
し
て
ゐ
る
。

ア
メ

い
の
で
あ
る
。

在
は
、
調
査
方
法
が
某
の
結
果
仁
、
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
三
信
や
る
。
即
ち
年
齢
に
閥
す
る

申
告
方
誌
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
、
権
数
年
齢
を
申
告
す
る
者
の
割
合
に
鍾
勤
が
生
や
る
さ
思
ふ
の
で
あ
る
。
言

ふ
迄
も
な
く
、
申
告
者
が
凡
て
、
自
己
の
年
齢
を
正
確
に
知
っ
て
ゐ
て
、
之
を
正
直
に
申
告
す
る
場
合
に
は
、
調

査
方
誌
の
如
何
仁
拘
ら
や
、
正
確
な
結
果
が
得
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
到
底
、
環
期
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。

cmれ
の

A 

" 

令
ぬ

t
p叫ル

wjsf

24) Newsholme， ibid， p・31.

Whipple， ibid. p. 179・
Giffen， Statislics. p. 29 
!!owley， Elements ~of Statistics (森数樹氏課、統計原論四O頁)
Baines， ibid， P・296 Tyszka. 'á:~-:i: 'ci.，"s. '41.- Schott， a. u. 0.， S. 49・

25) Geneτal Censl1s Report， 1891. vol. IV. p. 27 



言
へ
る
が
如
く
、
世
舎
に
は
自
己
の
年
齢
を
正
確
じ
知
ら
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
二
れ
は
諜
り
な
き
事
質
で

ゐ
ら
う
@
彼
等
は
推
量
年
齢
を
以
て
申
告
す
る
外
な
い
の
で
あ
る
。
彼
等
が
概
数
年
齢
を
申
告
す
る
ザ
」
否
ご
に
拘

ら
子
、
推
量
年
齢
を
申
-
告
す
る
以
上
、
そ
れ
は
事
貰
に
反
し
て
ゐ
る
勤
に
於
て
、
差
異
は
な
い
。
従
っ
て
推
量
年

齢
の
申
告
の
多
少
は
年
齢
調
査
の
精
確
度
ぎ
密
接
な
る
開
係
が
ゐ
る
。
し
か
し
こ
の
推
量
年
齢
の
申
告
は
、
申
告

方
法
如
何
に
よ
っ
て
、
或
る
場
合
は
、
概
数
年
齢
の
申
告
が
多
く
な
り
、
或
る
場
合
に
は
概
数
年
齢
以
外
の
嘘
偽

の
年
齢
の
申
告
が
多
く
な
っ
た
り
す
る
。

我
園
や
濁
払
の
如
ノ
¥
年
齢
の
申
告
に
、
生
年
月
日
を
記
入
す
る
方
法
J

ゲ
』
採
用
す
る
場
合
に
は
、
偲
令
生
年
月

日
不
明
の
者
九
見
込
年
齢
の
記
入
を
許
し
て
置
い
て
も
市
大
躍
の
生
年
月
を
記
入
す
る
か
ら
、
概
敷
年
齢
を
以

て
申
告
す
る
危
険
は
少
な
い
~
し
か
る
に
、
英
園
や
ア
メ

y
カ
の
如
く
、
年
齢
の
申
告
に
、
「
何
歳
」
さ
記
入
庁
る

方
法
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
正
確
な
る
年
齢
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
好
ん
で
概
数
年
齢
を
申
告
す
る
傾
向
が
あ
が
。

我
闘
の
年
齢
別
人
口
じ
は
、
英
米
の
年
齢
別
人
口
に
於
け
る
が
如
く
、
概
数
年
齢
の
人
口
が
著
し
き
隆
起
を
示
し

て
ゐ
な
い
最
大
の
原
因
は
、
生
年
月
日
を
記
入
す
る
貼
に
あ
る
さ
言
っ
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
、
年
齢
調
査
の
目
的
か
ら
一
一
員
っ
て
、
何
れ
の
調
査
方
法
が
勝
っ
て
ゐ
る
か
。
推
量
年
齢
の
申
告
は
避
け

難
き
も
の
で
あ
る
限
hJ
、
調
査
方
法
の
如
何
に
拘
ら
や
，
、
必
然
的
に
入
り
込
ん
で
来
る
誤
謬
或
は
不
疋
確
を
除
去

す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
誤
謬
が
常
に
概
数
年
齢
を
中
心
に
し
て
密
集
し
て
ゐ
る
航
態
よ
り
ち
、
諸
年

齢
全
般
に
庚
く
分
散
し
て
ゐ
る
挟
態
の
方
が
、
統
計
材
料
ざ
し
て
利
用
債
値
大
で
あ
る
に
蓮
ひ
な
い
。
一
方
向
又

は
一
特
定
結
に
偏
侍
せ
る
偏
傾
誤
謬
に
比
陵
す
れ
ば
、
全
般
に
、
ぞ
し
て
正
及
び
負
の
南
面
に
分
散
せ
る
偶
然
説

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
訣
謬

第
三
十
二
巻

一0
・九

一O
九

第
一
務

;;j良国籍;鶏:富錦霊童書著者支びー穴ー頁
28) Mayr. a. a.υ.， s. 96. 



国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
訣
謬

一一

O

謬
は
、
大
載
の
理
仁
従
っ
て
平
準
せ
ら
れ
る
傾
向
を
有
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
年
齢
調
査
に
営
っ
て
、

「
何
麗
」
芯
言
ム
申
告
方
法
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
概
数
年
齢
を
中
心
ざ
す
る
偏
傾
誤
謬
が
接
現
す
る
傾
向
あ
る

に
反
し
て
、
生
年
月
日
を
申
告
す
る
方
法
を
採
用
す
る
場
合
仁
は
、
こ
の
危
険
少
な
き
事
買
は
、
師
に
論
じ
士
慮

で
あ
ゐ
。
ぞ
し
で
こ
の
偏
傾
諜
躍
は
、
修
正
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
、
製
表
上
、
こ
の
偏
傾
誤
謬
を

除
去
す
る
方
怯
さ
し
て
、
切
O

三

ιは
、
年
齢
階
級
を
、
一
ニ
五
|
四
五
、
四
五
|
五
五
ご
す
る
か
或
は
一
ニ
1

七、

八
|
一
二
、
二
一
一
ー
一
七
等
に
す
れ
ば
よ
い
ぜ
言
っ
て
ゐ
る
。
白
g
r
2も
亦
、
之
淫
同
様
の
優
正
方
法
を
遁
ぺ

τ

め
ゐ
。
し
か
し

h

こ
れ
川
九
年
齢
階
級
別
人
口
じ
加
で
の
み
国
備
側
税
却
附
一
を
除
去
し
特
る
も
の
で
あ
っ
て
川
部
蹴

別
人
口
仁
於
て
は
.
意
に
如
何
さ
も
な
し
特
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
生
年
月
日
の
申
告
方
法
を
採
用
す
る
場
合
、
少

な
〈
さ
も
我
闘
の
国
勢
調
査
の
結
果
じ
於
て
は
、
こ
の
偏
傾
誤
謬
の
存
在
す
る
危
険
は
至
っ
て
少
な
く
、
偶

然
諜
謬
も
、
正
及
び
負
の
雨
面
に
於
て
、
全
般
の
年
齢
に
分
散
し
て
ゐ
る
も
の
さ
考
へ
る
の
が
至
営
で
あ
ら
う
。

こ
の
貼
じ
闘
す
る
限
り
じ
於
て
は
、
我
闘
の
年
齢
別
人
口
統
計
責
料
は
、
あ
る
程
度
ま
で
信
用
し
て
よ
い
ぜ
思

第
一
放

一一

o

第
三
十
二
巻

ふ。

一ー一

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬
は
、
概
敷
年
齢
に
閲
す
る
も
の
の
み
な
ら
子
、
宵
ほ
こ
の
他
に
、
幼
少
年
齢
、
殊

に
零
歳
よ

b
二
歳
に
至
る
年
齢
、
婦
人
の
妙
齢
並
に
高
齢
に
於
て
も
費
見
せ
ら
れ
る
さ
言
は
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
幼

少
年
齢
仁
於
け
る
誤
謬
に
闘
し

τ、
4
5一
-
色
巾
は
ア
メ

9
カ
に
於
け
る
五
歳
未
満
の
人
口
を
観
察
し
て
、
左
の
加

き
結
果
を
示
し
て
ゐ
る
。

審
酷
謹
繋

r
p
s
f弘通
33f

財部博士、統計の誤認に就きで(経理事論叢第二:十宜容第四覇軍四犬四頁)
Zizek， yie. ~.tatistischen Mittelwertc.'(拙誇統計的中数値論二五大一二五八頁)
Whipple， ibid， P I9・
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綿
入
口
百
に
於
げ
る
年
齢
別
人
口

可
け
剖
ゴ
引
剖
寸
叶
副

二
0
・
九
ニ
0
・九

一
八
二
一
一
九
・
=
一

二
0
・0

一九・九

二
0
・
=
一
二
0
・0

一
0
0
0
0

一
O
O

目。

一

歳

未

満

一
歳
以
上
二
歳
未
満

二
歳
以
よ
三
歳
未
満

三
歳
以
上
四
歳
未
満

四
歳
以
上
五
歳
未
満

合

計

〈
最
後
白
誕
生
日
に
於
け
る
年
齢
)

ニ
0
・九

一
八
二
ハ

A

4

、B
J
'
同
凶
寸

↑

-rt、
ロ
区

二

0
・三

一九・九

-、ノ、ノ、
J

-
r
L
r
E
、
r
t

、、

.. 
、.‘.

(
註
)
一
八
九
O
年
の
国
勢
調
査
に
於
て
は
、
最
後
白
誕
生
日

{
E
E

.‘.h.
、、.

回一司円

EPH)
に
於
け
る
年
齢
を
調
査
せ
ず
し
て
、
最
近
の
誕
生
日

(
宮
司
自
門
国

Z
E
P可
)
に
於
け
る
年
齢
を
調
査
し
た
。
即
ち
調
査
方

法
を
異
に
し
て
ゐ
る
鴛
め
に
、
之
を
除
外
し
て
「
掲
げ
な
い
が
、

年
齢
別
人
口
の
分
布
が
不
頁
で
あ
る
監
に
於
で
費
り
は
な
い
。

右
の
表
に
つ
い
て
見
る
に
、

一
歳
以
上
二
歳
未
満
の

人
口
は
、
一
ニ
回
の
国
勢
調
査
を
遁
じ
て
、
常
に
、
其
の

前
後
の
年
齢
仁
於
り
る
人
口
よ
り
も
少
な
〈
.
ま
た
、
一
八
八
O
年
並
に
一
九

O
O年
じ
於
て
は
、
一
一
一
歳
以
上
四

歳
未
満
の
人
口
が
四
歳
以
上
五
歳
未
満
の
人
口
よ
ち
少
な
い
貼
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
齢
別
人
口
の

分
布
は
、
正
常
的
航
態
の
下
に
在
つ
て
は
、
一
歳
未
満
の
人
口
は
一
歳
以
上
二
歳
未
満
の
人
口
よ
り
も
多
く
、
一

歳
以
上
二
歳
未
満
の
人
口
は
二
歳
以
上
三
歳
未
満
の
人
口
よ
ち
多
か
る
可
き
筈
で
あ
る
。
然
る
に
ア
メ

p
カ
の
国

勢
調
査
に
は
、
常
に
、
右
の
如
き
矛
盾
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
年
齢
に
於
け
る
誤
謬
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
こ
の
矛
盾
は
無
数
育
者
の
階
較
に
殊
仁
著
し
き
事
買
を
、
一
九
一

O
年
ゆ
ア
メ

p
カ
の
国
勢
調
査
じ
於
げ

る
黒
人
に
つ
い
て
、
左
の
如
き
数
字
を
掲
げ
て
、
彼
は
之
を
明
ら
か
に
一
し
て
ゐ
る
。

J

こ
の
矛
盾
は
、
英
闘
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
も
存
在
す
る
事
を
Z
2
S
E
c
-
5日

は
説
明
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
百
口
問
が
、
英
圃
の
生
命
表
第
六
を
作
製
す
る
場

合
仁
、
一
八
九
一
年
並
に
一
九

O
一
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
つ
き
、
零
歳
乃
至

一

一

歳

未

-
}
歳
以
よ
二
歳
未
満

一
二
歳
以
よ
三
歳
未
満 瀦

ー

二

0
・0

一

一
七
・
四
一

二

0
・
六
一

第
三
十
二
倦

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
一
一
旗

~:'hipple， iuid. F'o 178--182. . Newsbolme ibid， p. 33-3~.・
~ay:. a. a. 0.， S. 97-98 Giffen， St:.tistics. p・25--26.
~i~ek， a. a. 0.. (拙課、二五七貰) 乃szka，a. a.O. S.， 41. 
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同
勢
調
査
に
於
げ
る
年
齢
白
誤
認

第
三
十
二
巻

第
一
披

四三
舎歳歳

以以
上上
五四
歳歳

計未未
満満

五
歳
の
人
口
は
、
其
の
線
計
に
於
て
は
略
ば
正
確
で
あ
る
が
、
毎
歳
別
人
口
の

分
布
は
正
常
的
状
態
に
比
較
し
て
非
常
に
不
良
で
あ
る
事
並
に
雨
回
の
圃
勢
調

査
の
結
果
か
ら
算
出
せ
る
二
歳
、
一
ニ
歳
及
び
四
識
の
人
口
は
、
出
生
及
び
苑
己

統
計
か
ら
算
出
せ
る
結
果
芯
著
し
く
近
似
し
て
ゐ
る
が
、
零
歳
及
び
一
歳
の
人
口
に
在
つ
て
は
‘
出
生
及
び
苑
L

し

統
計
か
ら
算
岨
せ
る
人
口
は
、
雨
回
の
同
勢
調
査
の
結
果
よ
り
算
出
せ
る
人
口
に
比
較
す
れ
ば
、
著
し
〈
大
で
あ

る
事
を
費
見
し
て
、
国
勢
調
査
に
は
、
二
歳
以
下
の
人
口
の
申
告
洩
れ
が
相
官
に
多
い
さ
断
言
し
て
ゐ
れ
o

二

0
・九

一一一・一

一0
0

・。

幼
少
命
齢
に
掛
け
る
凱
却
凶
器
盈
の
原
聞
は
w

之
を
一
一
方
困
じ
求
め
る
事
が
出
来
る
。
削
ち
設
の
一
ー
は
事
費
に
反

せ
る
年
齢
の
申
告
で
あ
り
、
其
の
二
は
年
齢
の
申
告
洩
れ
で
あ
る
。
無
数
育
な
る
両
親
が
子
供
の
生
年
月
日
を
正

確
に
記
憶
し
て
ゐ
な
い
さ
言
ふ
事
賓
の
存
在
を
、
否
定
す
る
事
は
出
来
な
い
し
、
こ
れ
が
誤
謬
の
一
原
因
を
な
し

て
ゐ
る
事
も
否
定
は
出
来
な
い
さ
思
ふ
が
、
し
か
し
、
幼
小
児
の
年
齢
を
申
告
す
る
に
営
っ
て
、
「
生
年
月
日
」
の

代
り
に
「
何
歳
」
又
は
特
に
「
何
ヶ
月
」
さ
言
ム
申
告
方
法
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
計
算
上
の
混
乱
が
加
は
っ

て
、
二
重
の
諜
謬
原
因
が
愛
生
す
る
罪
で
あ
る
。
し
か
ち
「
何
歳
」
又
は
〔
何
ヶ
月
」
を
以
て
申
告
す
る
場
合
に

生
中
る
誤
謬
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
な
い
さ
思
は
れ
る
。
慨
に
、
君
主
宅
庁
も
統
計
的
じ
貫
謹
し
て
ゐ
る
通
り
、

調
逸
に
在
つ
て
は
、
幼
少
年
齢
に
於
け
る
人
日
分
布
は
、
英
米
の
そ
れ
に
比
鞭
し
て
、
著
し
く
正
常
前
で
あ
る
が
、

英
米
は
幼
小
児
の
年
齢
を
「
何
麗
」
又
は
「
何
ヶ
月
」
を
以
っ
て
申
告
し
て
ゐ
る
に
劃
し
て
、
濁
逸
で
は
「
生
年

月
日
」
を
以
っ
て
申
告
し
て
ゐ
る
事
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
を
な
し
て
ゐ
る
に
蓮
ひ
な
い
。
「
何
歳
」
又
は
「
何
ヶ

月
」
を
以
っ
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
計
算
上
混
乱
を
招
く
危
険
多
き
事
は
、
既
に
ア
メ

y
カ
の
国
勢
調
査
営
事

36) Newsbolme， ibid， p. 31. 

37) Newsbol田 e，ibid， p. 33・(ζD問題についでは Iζingが Supplement:t() the 
Seventy Fifth Annual Report of the Registrer百四eral.Part 1. Life.Tahles中に
論じてゐるが、原本が手元にたいから Newsholmeより引用する)
Whipple， ibid， p. 178. 38) 



者
も
熟
知
せ
る
露
で
あ
っ
て
、
一
九
二

C
年
ア
メ

9
カ
合
衆
闘
第
十
四
四
国
勢
調
査
員
心
得
凧
に
も
、
特
に
小
児

の
年
齢
調
査
に
闘
し
て
精
細
な
る
注
意
事
項
を
掲
げ
て
、
小
児
の
年
齢
計
算
上
に
於
げ
る
混
鼠
を
防
止
せ
ん
芯
努

め
て
ゐ
る
貼
よ

h
観
て
も
、
「
何
歳
」
又
は
「
何
ク
月
」
を
以
っ
て
申
告
す
る
方
法
は
、
如
何
に
、
申
告
上
、
設
謬

を
生
守
る
危
険
多
き
か
を
想
像
す
る
事
が
出
来
る
。
次
に
幼
少
年
齢
に
於
け
る
小
児
、
特
に
二
歳
未
満
の
人
口
の

申
告
洩
れ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
事
賓
は
猫
堪
仁
於
て
も
認
め
ら
れ
る
芯
足
ぷ
.
『
や
宮
一
]
。
与
が
言
っ
て
ゐ

る
。
そ
し
て
何
故
に
乳
幼
児
の
申
告
洩
れ
多
き
か
に
つ
い
て
、
冨
高
『
は
、
特
に
私
生
児
隠
匿
の
傾
向
を
塞
げ
て

ゐ
U
。
こ
れ
は
統
計
的
に
貫
謹
せ
ら
れ
て
は
居
ら
な
い
が
、
容
易
に
想
像
し
得
る
事
費
で
あ
る
。

こ
、
で
再
び
、
我
闘
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
於
て
も
、
幼
少
年
齢
の
人
日
分
布
に
斯
〈
の
如
、
き
誤
謬
が
存
在
す

る
か
一
台
炉
佐
川
川
崎
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
正
九
年
耕
一
じ
大
正
十
四
年
・
の
同
勢
調
蒼
に
於
け
る
五
歳
未
捕
の
人

日
分
布
は
左
九
の
加
〈
で
あ
る
。

一

一

大

正

九

年

一

大

正

十

四

年

一

-
一
歳
未
満
一
、
人
名
、
五
皇
一
・
4
5
4
ニ町一

一
歳
以
上
二
歳
未
満
一
二
九
二
、
九
八
八
一
‘
歪
一
、
主
七
一

二
歳
以
上
三
歳
未
満
一
J

一
会
六
八
五
一
、
五
宅
、
回
二
卓

三
歳
以
上
四
歳
未
輔
一
、
=
一
九
一
、
同
完
一
、
五
人
口
、
一
主

四
歳
以
上
五
歳
未
満
一
、
四
叉
己
ロ
ロ
て
五
一
回
、
見
入

先
づ
大
正
九
年
の
人
日
分
布
を
見
る
に
、
一
歳
未
満
の
人
口
は

一
歳
以
上
ニ
蔵
未
満
の
人
口
よ
り
も
多
く
、
一
歳
以
上
二
歳
未
満

の
人
口
は
二
歳
以
上
三
歳
未
満
の
人
口
よ
り
多
い
が
、
二
歳
以
上

三
歳
未
満
の
人
口
は
三
歳
以
上
四
歳
未
満
の
人
口
よ
ら
は
、
逆
に

少
な
〈
、
ま
た
三
歳
以
土
四
歳
未
満
の
人
口
ち
四
歳
以
上
五
歳
未

満
の
人
口
よ

h
、
同
じ
(
、
少
な
い
。
こ
の
人
日
分
布
は
決
し
て
正
常
的
で
あ
る
さ
言
ふ
事
は
出
来
な
い
。
然
る

に
大
正
十
四
年
の
人
口
分
布
は
、
年
齢
の
増
加
す
る
に
伴
れ
て
、
人
口
敷
は
究
第
に
減
少
し
.
極
め
て
正
常
的

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
訣
謬

第
三
十
二
巻

一
一

第

豊宮

一一
一一

内閣統計局編国勢調査参考書一六一頁ー
Mayr， a. a. 0.， R 97. Bailod. a. a. 0.. S. 27・
Mayr， a. a. 0.， S. 97・
内閣統計局編、大正九年並に大正十四年国勢調査報告

. 39) 
40) 
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国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
三
十
二
巻

一一四

第
一
斑

一一四

で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
、
我
闘
に
於
て
も
、
ア
メ

y
カ
じ
於
け
る
さ
同
様
、
著
し
く
事
質
に
反
せ
る
申
告
が
め
っ
た

さ
、
簡
車
に
判
断
す
る
諜
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
、
大
正
九
年
に
於
け
る
幼
少
児
年
齢
別
人
日

分
布
が
正
常
的
で
な
い
理
自
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
正
七
年
に
狙
械
を
極
め
た
る
擁
行
性
戚
胃
は
、

大
正
七
年
に
於
げ
る
死
巳
宰
の
著
し
き
上
昇
、
並
じ
大
正
八
年
じ
於
け
る
出
生
率
の
著
し
き
下
降
を
来
柁
じ
化
事

を
、
容
易
に
想
起
す
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
死
巴
宰
は
、
例
年
、
人
口
千
に
付
き
、
一
一
二
乃
至
二
三
で
あ
っ
た
が
、

大
正
七
年
仁
は
二
六
'
八
に
ち
蓮
し
た
。
そ
し
て
出
生
寧
は
、
例
年
、
人
口
千
に
付
き
、
ゴ
一
四
乃
至
一
-
一
六
で
あ
っ
口

一
ぺ
大
正
八
年
に
は
三
一
・
ム
ハ
に
ま
で
降
円
J
K
。
こ
れ
は
動
揺
人
口
仁
於
て
、
何
れ
も
近
・
燕
ド
な
き
激
観
で
あ
り

た
。
ニ
れ
が
大
正
九
年
仁
於
げ
る
静
態
人
口
、
特
に
幼
少
年
齢
に
於
げ
る
人
口
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は

営
然
で
ゐ
る
。
大
正
九
年
に
、
ニ
歳
以
上
三
歳
未
満
の
も
の
、
並
仁
三
歳
以
上
四
歳
未
満
の
も
の
は
、
大
正
七
年

に
は
、
ぞ
れ
ん
¥
一
歳
未
満
の
も
の
、
並
じ
一
歳
以
上
二
歳
未
満
の
も
の
で
あ
っ
て
、
老
年
階
級
の
も
の
注
共
に
、

疏
行
性
戚
胃
じ
因
る
死
己
危
険
に
最
も
多
く
晒
さ
れ
た
が
矯
め
仁
、
異
常
に
轄
し
き
死
巳
教
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
乳
児
死
己
宰
は
、
例
年
、
人
口
干
に
付
き
、
一
六
乃
至
一
七
で
あ
る
が
、
大
正
七
年
に
は
一
八
・
九
に
狂

騰
し
た
の
で
ゐ
る
。
ま
た
、
大
正
九
年
に
、
一
議
以
上
二
歳
未
満
の
人
口
が
一
歳
未
満
の
人
口
よ
り
も
少
な
い
の

は
極
め
て
自
然
的
で
は
ゐ
る
が
、
其
の
人
口
の
大
部
分
は
、
出
生
宰
の
激
減
せ
る
大
正
八
年
の
出
生
に
属
し
て
ゐ

る
か
ら
、
再
び
出
生
率
の
増
大
せ
る
大
正
九
年
に
出
生
せ
る
人
口
に
比
較
し
て
、
異
常
仁
少
な
い
の
で
あ
る
。
大

正
九
年
に
於
げ
る
幼
少
年
齢
別
人
口
の
分
布
航
鵡
が
極
め
て
不
良
で
あ
る
原
因
は
、
主
ざ
し
て
上
遁
の
如
き
例
外

的
事
例
に
依
存
す
る
さ
断
言
し
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
事
買
に
反
せ
る
年
齢
の
申
告
が
、
幼
少
年
齢



に
於
け
る
人
口
に
も
行
は
れ
て
ゐ
る
事
を
否
定
は
出
来
な
い
ご
思
ふ
が
、
斯
〈
の
如
き
例
外
的
事
例
の
加
は
ら
ぎ

る
限
り
、
我
闘
の
幼
少
年
齢
別
人
口
の
分
布
蹴
態
は
、
決
し
て
英
米
の
ぞ
れ
の
如
く
不
良
で
な
い
事
は
、
大
正
十

四
年
に
於
げ
る
幼
少
年
齢
別
人
口
の
分
布
扶
態
が
之
を
立
謹
し
て
ゐ
る
。

・
究
に
大
正
九
年
並
に
大
正
十
四
年
に
於
け
る
雨
回
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
比
較
し
て
、
幼
少
年
齢
に
於
け
る
人

口
の
申
告
洩
れ
仁
つ
い
て
吟
味
す
る
事
さ
す
る
。
.

大
正
九
年
に
は
、
零
歳
以
上
五
歳
末
漏
の
人
口
は
七
、
四
五
七
、
七
一
五
で
あ
っ
た
。
満
五
ヶ
年
後
の
大
正
十
四

年
仁
は
、
こ
れ
等
の
人
口
は
五
蔵
以
上
十
歳
未
捕
の
年
齢
じ
達
し
、
六
、
九
二
回
、
四
三
ニ
仁
減
少
し
て
ゐ
る
。
却

も
五
一
二
三
、
二
八
三
の
減
少
が
ゐ
っ
た
課
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
全
〈
五
ヶ
年
間
に
於
け
る
死
む
仁
原
因
し
て
ゐ
る
ぜ
考

ヘ
て
設
究
へ
か
い
で
あ
ら
う
ω
F
勿
論
川
死
む
原
悶
の
外
仁
、
内
地
よ
り
の
移
出
に
悶
ゐ
人
口
の
誠
少
密
閉
繭
じ
す

る
事
も
出
来
る
が
、
年
少
者
の
移
出
入
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
芝
想
像
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
貼
は
考
慮
の
外

に
置
く
事
ご
す
る
。
(
紳
一
明
暗
叫
軌
一
銃
一
即
時
間
一
洲
町
ι
)

そ
こ
で
こ
の
五
ク
年
聞
に
於
げ
る
現
賓
の
死
巳
数
芝
ζ

の
減
少

せ
る
人
口
芯
は
近
似
し
て
ゐ
る
か
否
か
を
観
察
す
ゐ
必
要
が
ゐ
る
。
献
じ
述
べ
た
る
が
如
く
、
百
ロ
m
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
現
賓
の
死
巳
載
の
方
が
大
で
あ
り
、
特
に
二
歳
未
満
の
人
口
に
於
て
、
一
層
甚
し
く
、
之
を
以
て
、
申

告
洩
れ
の
事
賓
あ
り
ご
断
定
し
た
の
で
あ
っ
台
。

大
正
九
年
十
月
一
日
じ
零
歳
以
上
玉
麗
示
痛
の
人
口
中
か
ら
満
五
ク
年
聞
に
生
じ
た
る
死
己
敷
は
、
大
正
九
年

十
月
一
日
よ
り
大
正
十
四
年
十
月
一
白
ま
で
の
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
我
園
の
勤
態
統
計
は
、
遺

憾
な
が
ら
、
十
二
月
末
現
在
を
以
っ
て
示
さ
れ
て
ゐ
て
、
し
か
も
年
齢
別
に
よ
る
月
別
死
己
統
計
を
欠
い
で
ゐ
る

圃
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
三
十
二
巻

一
一
五

第
一
教

一
一
五



岡
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

会

第
三
十
二
容

一
一
六

一
一
大

第
一
時
現

震
め
に
、
大
正
十
年
一
月
一
日
よ
り
大
正
十
四
年
十
二
月
末
ま
で
の
死
己
教
を
利
用
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
の
で

あ
る
。
即
ち
大
正
九
年
十
月
一
日
よ
り
十
二
月
末
ま
で
の
死
己
教
を
捨
て
、
そ
の
代
用
ざ
し
て
大
正
十
四
年
十
月

一
日
よ
り
十
二
月
末
ま
で
の
死
己
敷
を
加
へ
る
事
さ
な
る
り
で
あ
る
。

幼

少

児

教

統

計

五四四三三二二一一

合歳歳歳歳歳歳歳嵐歳
米以来以来以未以来

計浦上浦上滞上浦ム満

...， ーーー ーーー

V司 .，週 三主 主三 主主 ノL
ヨ三 Cコ jL  -'、::f'，'..J 寸"
""'" ノ九 一-t:; ニニ ー七Z

J恒 Cコ 陵司 2六 :};'，J. ヨE
一一 c二 J代品 ノ、 ノ、 広輔

ー主主ー

十九九八人七七大六五
合歳歳歳歳歳歳歳露骨歳歳

来以来以来以来以来以
計浦上満上瀬上漏』湖上

三222
説先

区主唱

で子 '̂ 
Iロリ大
ヲ大正
差正九
引十年

八 毛 | ケ 四 ノ
.-~ ぺ;Iル年人

呈 lモノ口

大大

正

十

年

大
正
十
一
年

大
正
十
二
年

大
正
十
三
年

大
正
十
四
年

1E. 

九

年

大

正

十

四

年
、

= 一三三五、
三正
F、

、
= 一= -7< 

-J九d

-包
ft. 

一、一一五宍
C
、
八
日
唱
同

六
、
九
ニ
同
、
回
一
己
一

幼

少

児

死

己

敷

統

-

計

主 1歳
二 l未
皇 Ii南

会交 1歳歳1

4 五|未以|
こと 言 1満上|

完長|
三|来以
宅|満』

回
回
、
六
回
{
]

同
三
、
一
五
-
(

芦
田
、
一
一
酉

五
回
、
五
=
〔
}

固
い
唱
、
一
ニ
一

五
一
三
、
=
八
一
品

一
一
一
劃
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一
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、
一
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Z
、
八
回
一
品

一
八
、
吾

一
五
、
円
=
石

先
づ
計
算
に
使
用
せ
ら
れ
る
数
字
材
料
を
左
じ

掲
げ
る
事
三
す
る
。

こ
の
数
字
材
料
は
、

大
正
九

年
仁
於
け
る
牢
歳
以
上
畳
一
歳
未
耐
の
人
口
、

大;
jι 

十
四
年
じ
於
り
る
五
歳
以
上
十
歳
未
満
の
人
口
並

に
大
正
十
年
よ
り
大
正
十
四
年
に
至
る
五
ヶ
年
間

に
於
け
る
、
営
該
年
齢
の
死
む
軟
で
あ
る
。

四
歳
以
判

五
歳
未
満

目
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ニ
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J
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一
一
、
口
同

回
、
入
{
〕
孟

九
豆
一
(
口

ハ
、
一
事
一

一口

J
一回一

豆
、
六
人
耳

大正十年一一大正十四年参照内閣統計局編、日本帝園人口動態統計J会



大
正
九
年
十
月
一
日
に
、
一
歳
未
満
の
人
口
一
、
入
七
七
、
五
四
三
中
よ
り
五
ヶ
年
聞
に
生
じ
た
る
死
己
敷
は
、

大
正
十
年
に
於
け
る
三
三
五
二
四
三
、
大
正
十
一
年
に
於
げ
る
八
二
、
Q
八
一
、
大
正
十
二
年
に
於
け
る
四
回
、

六
回

O
、
大
正
十
三
年
に
於
け
る
こ
玉
、
六
三
七
、
大
正
十
四
年
に
於
け
る
一
六
、
一
一
五
の
穂
計
で
あ
る
。
却

も
玉
O
三
、
六
一
六
で
あ
る
。
之
さ
同
一
の
手
績
に
よ
り
、
一
歳
以
上
二
歳
未
満
の
綿
死
巳
載
を
計
算
す
れ
ば
、

一
八
六
、
七
九
七
で
あ
り
、
二
歳
円
以
上
三
歳
未
満
の
抽
脳
死
広
敷
は
九
五
、
ニ
五
九
で
あ
hJ
、
コ
一
歳
以
上
四
歳
未
満
の

綿
死
巴
敷
は
六
回
、
四
一
四
で
あ
り
、
四
蔵
以
上
五
歳
未
満
の
鵡
死
口
教
は
四
玉
、
九
一
四
で
あ
る
。
こ
の
合
計
は

八
九
六
、

0
0
0
で
ゐ
る
。
こ
れ
が
大
正
九
年
に
零
歳
以
上
五
歳
未
満
の
人
口
中
か
ら
五
ヶ
年
聞
に
生
じ
士
る
死

広
総
数
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
他
い
し
死
む
の
届
抽
出
れ
が
あ
る
が
、
そ
の
飽
敏
は
知
る
事
が
出
来
な
い
。
尤
も
葉
の

綾
の
死
む
届
出
じ
よ
乙
「
前
年
臥
前
の
死
む
統
司
」
な
る
も
の

F

が
あ
る
が
、
こ
れ
が
所
謂
屈
洩
れ
の
死
己
載
さ
一

致
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
年
齢
別
に
記
載
さ
れ
て
ち
ゐ
な
い
か
ら
.
こ
の
場
合
、
こ
れ
を
利
用
す
る

帯
に
は
行
か
ぬ
。
右
に
算
出
せ
る
死
己
教
に
、
若
干
の
屈
拘
れ
死
む
載
を
加
へ
む
も
の
が
異
質
の
死
己
載
で
あ
る

さ
言
ふ
他
な
い
。
し
か
し
、
こ
、
で
は
こ
の
届
洩
れ
死
巴
載
を
問
題
外
に
置
い
て
、
議
論
を
進
め
て
行
く
。

大
正
九
年
に
零
歳
以
上
五
歳
未
満
の
人
口
総
数
は
七
、
四
五
七
、
七
一
五
で
あ
っ
て
、
玉
ヶ
年
後
の
大
正
十
四
年

じ
は
大
、
九
二
四
、
四
三
ニ
ド
減
少
し
、
某
の
差
教
玉
三
三
、
二
八
三
は
、
大
慢
、
死
己
に
原
因
す
る
も
の
ぜ
見
る
事

が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
大
正
九
年
に
零
歳
以
上
五
歳
未
満
の
人
口
中
よ
り
、
五
ヶ
年
聞
に
生
じ
た
る
死

己
敷
を
、
死
己
統
計
責
料
よ
り
算
出
す
れ
ば
、
八
九
六
、

0
0
0
で
ゐ
つ
で
、
貫
仁
三
大
二
、
七
二
七
の
超
過
を
示

じ
て
ゐ
る
ο

是
に
由
っ
て
見
る
時
は
、
我
闘
に
於
一
ー
も
、
幼
少
年
齢
に
於
け
る
申
告
洩
れ
が
相
営
に
移
し
い
事
を

同
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
三
十
二
巻

七

第

就

七



園
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
白
誤
謬

第
三
十
二
巻

i¥ 

第
一
時
現

i¥ 

想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
殊
に
之
を
年
齢
別
に
観
察
す
る
場
合
、
二
歳
未
満
の
年
齢
に
於
け
る
申
告
洩
れ
が
特
に

多
い
事
を
看
取
す
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
勤
、

EEm
の
詑
守
」
全
然
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
大
正
九
年
仁
於
け

る
一
歳
未
満
の
人
口
に
は
一
、
八
七
七
、
五
四
三
で
あ
っ
て
、
五
ヶ
年
後
の
大

E
十
四
年
に
は
一
、
五
九
九
、
四
九
一

じ
減
少
し
、
ま
(
の
差
教
は
二
七
八
、

O
五
二
で
あ
る
が
、
之
を
死
む
統
計
資
料
よ
り
計
算
す
れ
ば
五
O
一
二
、
六
一
六

ざ
な
り
、
南
者
の
聞
き
は
賓
に
二
二
五
、
五
六
四
に
及
ん
で
ゐ
る
。
ま
た
大
正
九
年
に
一
歳
以
上
二
歳
未
満
の
人

口
は
一
、
三
九
二
、
九
八
八
で
あ
っ
て
、
五
ヶ
年
後
の
大
正
十
四
年
じ
は
、
一
、
三

O
一
一
一
、
五
二
二
じ
減
少
し
、
其
の

差
敷

ι八
九
、
四
六
六
で
あ
る
が
、
之
を
死
む
統
計
資
料
よ
り
計
算
す
れ
ば
、
一

λ
六
、
七
九
七
ど
な
れ
γ

、
両
者
の

聞
き
は
九
七
、
三
三
一
に
蓮
し
て
ゐ
る
。
即
ち
死
巴
統
計
責
料
よ
り
算
出
せ
る
数
字
は
、
二
回
り
国
勢
調
査
の
結

果
よ
わ
算
出
せ
る
敷
字
に
比
較
す
れ
ば
、
ぞ
れ
ム
¥
約
二
倍
に
営
つ
て
ゐ
る
。
然
る
に
二
歳
以
上
の
人
口
に
於
て

は
葉
の
開
き
は
斯
く
の
如
〈
大
き
く
な
い
。
卸
も
左
の
如
く
で
あ
る
。

一I
l
l
1
1
1珂

3
4
3司

司
四
歳
以
上
五
歳
未
満
の
人
口
に
在
つ
て
は
、
国
勢
調
査
の
結
果

一
一
リ
大
正
十
四
年
ノ
人
一
料
ヨ
リ
算
出
一

一1
1
1
1
1
1
L旧
け
憧
団
W
M凶
レ
↑
H
い
同
ド
ー
一
か
ら
算
出
せ
る
も
の
が
、
却
っ
て
死
己
統
計
資
料
か
ら
算
出
せ
る

一
二
歳
以
上

E
Z
ニ喝一

E
2
5
一

一
工
謝
料
札
一
一
六
回
二
ニ
同
一
五
品
、
-
一
克
一
も
の
よ
り
ち
幾
分
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
其
の
他
の
原
因
に

-
=
一
歳
以
一
上
一
言
、
E
コ一

2
、冒
-
a

一

一

舵

出

制

唯

一

吾

、

E

一
一
。
一
言
、
四
一
回
一
基
〈
誤
謬
が
申
告
洩
れ
に
因
る
誤
謬
を
覆
う
て
散
り
あ
る
矯
め
で

一
四
歳
以
上

2
こ一二一

Z
よ五一

戸
出
い
性

l
L日
ド
H
Hい
一
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
こ
の
原
因
を
探
求
す
る
事
は
困
難
で
あ

る
。
そ
れ
は
兎
も
角
ざ
し
て
、
我
闘
に
於
て
も
二
歳
未
満
の
人
口
仁
は
、
相
営
に
馨
し
き
申
告
洩
れ
あ
り
さ
言
は

エ
ナ
九
ま
よ
ら
よ
、
。

、t
h
M『
乱
X
$
7
9
1
3
1

、



回

若
き
婦
人
一
六
虚
柴
に
基
き
、
不
正
の
年
齢
、
ぞ
申
告
す
る
傾
向
あ
る
事
は
、
調
品
唱
の
畢
者
も
之
を
一
般
的
に
は

論
じ
て
ゐ
る
が
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
基
い
て
、
こ
の
問
題
を
統
計
的
仁
論
じ
て
ゐ
る
者
は
、
英
国
の
皐
者
に
特

に
多
い
。
例
へ
ば

F
E
g
は
、
印
度
の
国
勢
調
査
に
於
け
る
婦
人
の
不
正
年
齢
の
申
告
に
つ
き
左
の
如
く
過
ぺ

て
ゐ
る
。
印
度
仁
一
於
て
は
、
英
国
に
於
げ
る
が
如
く
、
二
十
五
歳
乃
至
四
十
歳
の
婦
人
が
、
質
際
よ
り
も
若
き
年

齢
を
申
告
す
る
さ
言
ふ
事
は
先
づ
な
い
が
、
十
一
歳
乃
至
十
四
歳
の
少
女
が
、
買
際
よ
h
も
却
っ
て
高
き
年
齢
即

も
十
五
歳
乃
至
二
十
歳
さ
言
ム
風
に
申
告
す
る
者
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
殆
ん
ざ
上
流
裁
に
中
揖
枇
舎
に
於

て
同
地
ら
れ
る
四
別
で
あ
る
が
、
主
ざ
し
て
早
婚
の
風
習
に
原
因
し
て
ゐ
る
さ
百
は
れ
て
ゐ
る
。
ま
た

Z
o
o
r
v
は、

一
入
九
一
に
於
り
る
英
園
の
国
勢
調
査
の
結
果
じ
基
き
、
二
十
歳
乃
至
三
十
歳
に
於
げ
る
婦
人
々
口
は
、
同
一
年

齢
級
に
於
け
る
男
子
人
口
に
比
較
す
れ
ば
、
買
に
著
し
き
超
過
を
示
し
て
ゐ
る
事
責
並
に
二
十
歳
乃
至
二
十
五
歳

に
於
け
る
婦
ん
々
口
は
、
十
年
前
の
十
歳
乃
至
十
五
歳
に
於
け
る
婦
人
々
口
よ
り
も
却
っ
て
多
い
事
質
を
指
摘
し

て
、
二
十
議
乃
至
二
十
五
歳
の
年
齢
級
じ
は
、
不
正
の
年
齢
申
告
じ
因
る
人
々
が
混
入
し
て
ゐ
る
ぎ
主
張
し
て
.
ゐ

る
。
こ
れ
さ
同
一
の
現
象
は
、
一
九
一
一
年
に
於
け
る
英
国
の
国
勢
調
査
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
さ

Z
m
5
Z吉川

は
言
っ
て
ゐ
る
。
前
ほ
の

-Rg
や
回
o豆
町
、
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
ゐ
る
。

印
度
に
於
げ
る
が
如
き
年
齢
の
不
正
申
告
は
.
我
闘
の
枇
曾
生
活
の
現
蹴
か
ら
想
像
し
て
、
我
園
の
場
合
仁
行

は
れ
て
ゐ
る
さ
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
の
み
、
我
園
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
吟
味
す
る

事
じ
し
よ
う
。
先
づ
、
大
正
九
年
並
じ
大
正
十
四
年
に
於
げ
る
二
十
歳
乃
至
三
十
歳
の
男
女
別
人
山
を
示
せ
ば
左

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
三
十
二
巻

一
一
九

第
一
務

一一九

43) Bal10dL a. a. C.， S. "'9" 
~chott.-a_; _ a. 0.， S. 50. 

44) Baines， ibid. p. 296. 
45} Hooker， ibid. p・ 347-.348.
461 Newsholme， ibid. p. 33 
+7) Gi佐n，ibid. 'p. 26. Bowley， ibid. (総披樹氏需、統計庭裁四O頁〉

Muller， a. "咽 0.，S. 28. 
Mayr， a. a固く).， S. 97. ← 



同
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

の
如
く
で
あ
る
。

一

大

疋

九

一

一

男

子

一

女

子

一

歳
一
き
昔
、
室
六
一
周
室
、
一
口
二

歳
一
四
吾
、
五
会
一
一
四
六
三
一
一

4

一

歳
一
同
六
回
、
交
二
塁
ュ
、
美
二

議
一
塁
八
J

弓
一
四
一
一
一
問
、
完
一

大

正

十

四

年

男

子

一

五一一一一、一六ニ

五〔)一一
J

一一九九

五一人、一元八

百一、九一一五七

年

十十

女

子

Z
O
向、九一九

四八六、口一回

五(〕六、九六七

草()口、。閉山一

一一 一一一一 一一

一一一一一一一

十十十十 十 十
十

九八七六 五 四

歳歳歳歳歳歳歳
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第
三
十
二
各

一二

O
F

第
一
波

一
二

O

右
の
表
に
つ
い
て
見
る
に
、
二
十
歳
乃
至
三
十

歳
の
年
齢
親
仁
於
て
、
女
子
人
口
が
、
男
子
人
口

に
比
較
し
て
、
特
に
著
し
〈
集
積
し
て
ゐ
る
ご
考
，

へ
る
事
は
出
来
な
い
。
何
敢
な
ら
ば
、
僅
か
じ
犬

正
九
年
に
於
げ
る
こ
十
一
歳
及
び
二
十
二
歳
の
女

子
人
口
一
炉
、
同
一
年
齢
じ
掛
け
る
男
子
人
口
よ
り

少
し
く
超
過
を
示
し
て
ゐ
る
以
外
、
何
れ
の
年
齢

級
に
於
て
も
、
女
子
人
口
は
却
っ
て
男
子
人
口
よ

り
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
w

}

れ
等
の
年
齢
統

に
於
げ
る
異
質
の
女
子
人
口
は
、
男
子
人
口
に
比

較
し
て
、
向
ほ
一
層
少
な
か
る
可
き
筈
で
は
め
る

ま
い
か
さ
疑
っ
て
見
る
事
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
疑
問
に
間
違
ひ
が
な
い
ふ
し
て
も
、
英
国
に
於
け
る
が
如
く
極
端
な
る
現
象
を
示
し
て
ゐ
な
い
事

だ
け
は
、
右
に
掲
げ
た
る
敷
宇
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、
向
ほ
ま
た
、
以
下
、
論
謹
す
る
虞
を
照
合
す
る

な
ら
ば
、
不
正
の
年
齢
申
告
に
基
い
て
、
女
子
人
口
が
特
に
二
十
歳
乃
宝
三
十
歳
の
年
齢
般
に
集
積
す
る
事
買
の

乏
し
き
事
を
了
解
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

内閣統計局編、大正九年及び大正十四年国勢調査報告守マ



究
に
大
正
九
年
に
於
け
る
十
五
歳
乃
至
十
九
歳
の
女
子
人
口
並
に
大
正
十
四
年
に
於
け
る
二
十
歳
乃
至
二
十
四

歳
の
女
子
人
口
は
左
の
如
ど
で
あ
る
。

大

大
正
九
年
仁
十
五
歳
の
女
子
は
大
正
十
四
年
に
は
二
十
歳
で
あ

ち
、
ま
た
大
正
九
年
に
十
九
歳
の
女
子
は
大
正
十
四
年
に
は
二
十

四
歳
で
あ
る
。
五
ヶ
年
を
粧
過
す
る
問
に
は
、
死
む
、
業
の
他
の
原

年

閉
じ
よ
っ
て
人
口
が
誠
少
す
る
の
が
自
然
的
で
あ
る
。
右
の
表
じ

っ
き
、
年
齢
別
に
之
セ
観
察
す
る
に
、
何
れ
ち
自
然
的
経
過
を
示

し
C
ゐ
る
c

英
樹
の
場
合
に
於
け
ゐ
が
如
〈
市
五
ケ
一
年
綾
に
却
っ

て
人
口
教
の
増
大
し
て
ゐ
る
年
齢
級
は
一
つ
も
な
い
。
勿
論
、
鹿
柴
に
基
〈
不
正
の
年
齢
申
告
は
皆
無
で
あ
る

マ
」
断
言
は
出
来
な
い
が
、
二
回
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
比
較
し
て
、
こ
れ
等
の
年
齢
級
に
於
げ
る
女
子
人
口
の
分

布
航
態
が
特
に
不
良
で
あ
る
ご
言
ふ
事
は
出
来
な
い
。
察
す
る
仁
、
英
闘
の
如
く
「
何
歳
」
を
以
っ
て
年
齢
を
申

告
す
る
場
合
、
慮
柴
に
基
く
さ
言
ム
よ
り
も
、
婦
人
ら
し
き
差
恥
戚
に
駆
ら
れ
て
、
質
際
よ
り
も
若
き
年
齢
を
申

告
す
る
可
能
性
が
多
か
る
可
く
、
「
生
年
月
日
」
を
以
て
年
齢
を
申
告
す
る
場
合
、
特
に
我
闘
の
如
く
特
殊
な
る

年
競
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
危
険
が
少
な
く
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

向
は
高
齢
階
扱
に
も
不
正
の
年
齢
申
告
が
あ
る
さ
言
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
守
認
に
は
、
一
八
七
一
年
に
於

け
る
バ
イ
エ

Y

ン
国
勢
調
査
の
再
審
の
結
果
、
百
歳
以
上
を
申
告
せ
る
者
二
十
七
人
中
、
質
際
に
百
歳
を
越
え
て
ゐ

る
者
は
只
だ
僅
に
一
人
で
あ
り
、
十
五
人
は
九
十
歳
に
も
建
せ
ざ
る
事
貫
を
告
げ
て
J
高
齢
者
に
於
け
る
不
正
の
申

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
誤
謬

第
三
十
二
巻

第

蚊

長 内閣統計局編、大正九年及び大正十四年国勢調査報告
48) Tyszka，れ a.0.， S. 41-42 



国
勢
調
査
に
於
げ
る
年
齢
の
諜
謬

第
三
十
二
巻

一
一一

第一一抗

一一一

F-一
。
与
等
も
同
じ
く
虚
飾
に
閃
る
不
正
の
高
齢
申
告
に
つ
い
て
論
じ
亡

ゐ
る
。
し
か
し
、
不
正
の
高
齢
申
告
は
、
虚
飾
以
外
の
原
因
に
基
い
て
も
行
は
れ
る
。
こ
の
結
に
つ
き

Z
m
S
E
E
M

は
極
め
て
興
味
ゐ
る
事
買
を
報
告
し
て
ゐ
る
。
英
国
に
於
て
は
、
一
九

O
八
年
に
養
老
金
支
給
法
が
設
定
せ
ら

れ
、
七
十
歳
以
上
の
英
同
民
じ
は
、
一
定
の
健
件
の
下
で
、
養
老
救
助
金
が
補
給
せ
ら
れ
る
事
さ
な
つ
立
の
で
あ

告
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
冨
宅
『
噂

m
n
r
Q円円
相

i
v
吋
〉
、
W

4

，v

ふ
H
H

一
九

O
一
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
比
較
し
て
、

九

一
年
の
国
勢
調
査
に
於
て
は
、

七
十
歳
の
人
口

が
男
女
共
に
著
し
く
増
加
し
、

明
ら
か
じ
不
正
の
年
齢
申
告
が
行
は
れ
h
L

さ
断
言
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て
こ
の
不
正

ア
イ
M
Y

日

y
y
y
じ
特
じ
祐
一
し
い
r
h一
一
什
ふ
来
日
わ
ゐ
。
乍
併
、
明
闘
の
岡
崎
材
調
査
に
は
、

高
齢
申
告
を
誘
致
す
る
所
の
斯
く
の
刻
き
原
因
は
存
在
し

τゐ
な
い
。
我
闘
に
、

O~. 
年
l勤t

qr 
tえ

f
p
r
E
)ノ

一
〆
↑

1
;

も
し
之
あ
り
ず
」
す
れ
ば
、

主
(
の

原
因
は
、
虚
飾
で
あ
ら
う
。
我
闘
の
雨
回
の
国
勢
調
査
に
見
れ
た
る
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
極
め
て
少
数
(
径
一
…

軌
日
諸
官
)
で
ゐ
っ
て
、
左
程
重
要
視
す
る
必
要
も
な
い
い
、

統
計
責
料
も
全
く
欠
け
て
ゐ
る
か
ら
、

ま
た
、
我
園
に
は
高
齢
者
の
再
審
査
に
闘
す
る

こ
の
問
題
じ
つ
い
て
は
、

鯛
れ
な
い
で
置
く
。

こ
れ
以
上
、

阿五七頁
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